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奴隷所有者の妻
──ファニー・ケンブルの『ジョージア日記』を読む──
大 井 浩 二
Synopsis : In her Journal of a Residence on a Georgian Plantation in
1938−1939, written in the form of letters to a friend, Frances Kemble, a
former British actress, records her eyewitness observations of the
wrongs of slavery on her husband’s plantation. During her short stay
there, she directly transcribes the voices of slave women who are often
severely flogged by their drivers and overseers. She also finds herself
totally neglected by her husband as her“legal owner”and fights a losing
battle with him over plantation affairs. Even after her return to Phila-
delphia, their owner/owned relationship remains and forces her not
only to accept marital separation and eventual divorce but also to post-
pone the publication of her Journal till the year 1863, when the Eman-
cipation Proclamation was delivered by Abraham Lincoln.
アメリカ合衆国を旅したイギリス女性たちを論じた著書の冒頭近くで，リ
チャード・マレンはナサニエル・ホーソーンの悪名高い「いまいましい物書
きの女ども」に言及しながら，「女性の歴史に関心を抱く者」にとって，「こ
うした『物書きの女ども』の旅行記にまさる資料は皆無に近い」（Mullen
3）と語っている。アメリカの奴隷制度に関心を抱く者もまた，黒人奴隷の
ためのコロニー「ナショバ」を建設したフランシス・ライト（1795−1852）
の『アメリカの社会と風習に関する考察』（1821）や，ライトと一緒にアメ
リカに渡ったフランシス・トロロプ（1780−1863）の『アメリカ人の家庭
における風習』（1832）や『ジョナサン・ジェファソン・ホイットローの生
活と冒険』（1836）を一読するだけで，マレンの発言に同意せざるを得ない
だろう。その点をさらに明らかにするために，トロロプの 5年後に渡米し
たもうひとりのファニー，フランシス・ケンブル（1809−93）が 1863年に
公刊した『ジョージア州のプランテーションでの滞在日記』（以下，『ジョー
ジア日記』と略記）を取り上げたい。
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イギリスの人気女優だったファニー・ケンブルは，1831年に父チャール
ズとアメリカ巡業に出かけて，各地で好評をもって迎えられ，「彼女の巡業
はシェイクスピアがアメリカで絶大な人気を博すのに力を貸した」（Robert-
son−Lorant 638 note 34）と評されるほどだった。だが，彼女は旅先で出会
ったフィラデルフィアの富豪ピアス・バトラー（1810−67）と 1834年に結
婚，1835年には長女セアラ，38年には次女フランシスに恵まれて（ついで
ながら，ふたりの娘はともに 5月 28日の同時刻に生まれ，姉娘の息子オウ
ェン・ウィスターは 1902年にベストセラー小説『ヴァージニアン』を発表
している），何不自由ない生活を送っているかに見えたが，1845年に別居，
49年には正式に離婚が成立している。その直接の原因となったのが，彼女
がひそかに書きためていた『ジョージア日記』だったのだ。
結婚から 4年後の 1838年，ファニー・ケンブルは夫ピアスが 2年前に祖
父から相続したジョージア州の 2つのプランテーションを訪ねて，12月 30
日から翌年 4月 19日まで滞在，そこでの体験を日記に書き残している。そ
れは 33通の手紙の形を取った日記で，実際には投函されることはなかった
が，親友のハリエット・セント・レジャー宛ての 2通を除くすべての手紙
は「親愛なる E」と書き始められている。この E というのはエリザベス・
セジウィック（1801−64）の頭文字で，『レッドウッド』（1824）や『ホー
プ・レズリー』（1827）で有名な女性作家キャサリン・マリア・セジウィッ
クの兄チャールズと 1819年に結婚した女性だった。ケンブルはかねてから
セジウィック一家と親交があり，彼女のいわゆるコンフィダントとなったエ
リザベスと文通を続け，離婚後は一家が住むレノックスに家を構えただけで
なく（この時期に近くに住むホーソーンやハーマン・メルヴィルと交流して
いる），1863年に単行本として出版された『ジョージア日記』を，届けられ
ることのなかった手紙の相手エリザベスに捧げている。
1835年に刊行された『アメリカ日記』で，ケンブルはアメリカ南部の黒
人奴隷たちに会う機会がなかったことを嘆いていた（Journal vi−vii）が，
結婚後，その夢がかなって訪れたジョージア州の夫バトラーのプランテーシ
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ョンで彼女が目にしたのは，そこで重労働を強いられている奴隷たちの想像
を絶する悲惨な状況だった。日記のいたるところで，彼女は「この呪われた
奴隷制度」（132以下『ジョージア日記』からの引用は該当ページのみ示
す），「奴隷制の理論に対するわたしの嫌悪感」（151），「奴隷制の本質的な
悪」（166），「奴隷制という犯罪」（182），「この奴隷制度という恐ろしい不
正」（188），「奴隷制そのものという本質的な悪」（208）といった言葉を書
きつけている。結婚してからも，夫の「こうした恐るべき所有物」について
何も聞かされていなかった彼女は，奴隷所有者の妻としての「恐ろしい責任
感」に苦しめられ，「想像したこともない罪悪感が良心に重くのしかかるの
を感じた」（138）と告白している。黒人奴隷たちは白人にとってロバやウ
シのような「役畜」以外の何物でもないのに，「わたしが一緒に暮らした
り，話し合ったりしている白人たちは，この呪われた制度には残酷なものや
不正なものは何ひとつない，とくる日もくる日もわたしに語っている」
（191）とケンブルは日記に書きとめている。
その彼女にとって何よりも残酷に思われたのは，奴隷たちに加えられる鞭
打ちという懲罰だった。農園で働く奴隷はギャングと呼ばれるいくつかのグ
ループに分けられていて，個々のギャングの監督（driver）は配下の奴隷の
仕事ぶりを毎晩，プランテーションの主人以外の唯一の白人である総支配人
（overseer）に報告すると同時に，翌日の仕事に関する指示を受けるが，こ
の監督は反抗的な奴隷に 12回までの鞭打ちを，その場で加えることを許さ
れている。それでも効果がない場合，その奴隷の名前を上司の監督主任（head
driver）または総支配人に連絡するが，前者は自分の裁量で 36回の鞭打ち
を，後者は 50回以内で必要と判断される回数の鞭打ちを，それぞれ加える
権限を与えられ，プランテーションの主人にいたっては，鞭打ちの回数に制
限などはなく，奴隷が死ぬまで打ちすえても罪に問われることがない，とケ
ンブルは説明している（79−80）。
この鞭打ちはケンブルがプランテーションに滞在中もくり返しおこなわ
れ，奴隷たちには子どもを清潔にしておく時間がない，と女主人の彼女に告
げ口したために，女奴隷のハリエットが総支配人に鞭打たれたことを知って
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（74），助けを求めたというだけの理由で鞭打ちの罰が加えられるような
ら，自分がプランテーションを立ち去らざるを得ない，と夫バトラーに訴え
るが，彼は奴隷の言葉など一言も信じられない，と答えるばかりで，何の手
も打とうとしない（85）。彼女に不平をもらしたということを口実に，女奴
隷のテレサが処罰されたときにも，「助けを求めてわたしに泣きついてきた
という理由で，あわれな奴隷女たちがこのように罰せられるとすれば，わた
しは間違いなく女たちのさらなる苦悩の原因になってしまっている」とケン
ブルは書き，「わたし自身が関わっているだけに，こうした恐ろしい鞭打ち
の話は，わたしにはとても耐えられない」（154）と嘆いている。
女主人ケンブルに面会を求めた奴隷たちのなかでも，とりわけ悲惨だった
のはジュディという女奴隷で，その「悲しい話と状況はわたしにこの上ない
苦痛を与えた」（238）と書かれているように，プランテーションから逃亡
して，森に身をひそめていた彼女は，やがて見つかって捕えられ，「毎日毎
日，何時間もさらし台でさらされた」ために，慢性リューマチを患って，歩
くこともままならなくなったので，農場の仕事を軽減してくれるように頼み
にきたのだった。だが，ジュディの不幸はそれだけにとどまらず，総支配人
ロズウェル・キングにレイプされて，その子どもを産むことになったばかり
か，「彼に抵抗したという理由で激しく鞭打たれた揚句，さらなる懲罰のた
めにファイヴポイントに追いやられた」（238）のだった。このファイヴポ
イントというのは，プランテーションの敷地内にある沼地で，鞭打ちだけで
は償いきれない悪事をおかした奴隷がそこに送り込まれたが，そこがいかに
陰鬱で不気味な場所であったかは，「鞭打ちはたしかに厳しかったが，ファ
イヴポイントという流刑の沼地で過ごした恐ろしい孤独な昼と夜よりも，も
う一度鞭打たれるほうを選んでいただろう」（238）とジュディが語ったと
いう事実から推測することができる。
だが，奴隷たちに鞭打ちの刑を加えたのは，監督や総支配人だけではなか
った。総支配人キングの妻は，夫の子どもを出産してから 1カ月も経って
いない女奴隷のジュディとシラをみずから指図して鞭打たせたばかりか，
「1週間のあいだ毎日鞭打つようにという命令を監督たちに下して，彼女た
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ちをファイヴポイントへ追いやった」（269）りしたことがあった。この事
件を日記／手紙に記録しながら，「この地獄の真っ只中に出現したこの鬼女
は，何物にも勝るかに思われる残忍さという要素を付け加えている」とケン
ブルは非難し，「嫉妬心は女性には珍しくない性質だが，苦しめ苛む権力を
同じように備えた主人と女主人の激怒の挟み撃ちにあっている，この不幸な
女たちの運命を思い見よ」（269）と激しい口調で訴えている。『アメリカ日
記』に鞭打ちの話を聞いただけで，「わたしの顔は否応なしに紅潮し，目に
は涙があふれ，わたしの体の筋肉のすべてがどうしようもない激怒と憤慨で
緊張した」（Journal I : 129）と書いていたケンブルなので，彼女が受けた
ショックは大きかったに違いない。ついでながら，鞭打ちが実際にはどのよ
うに加えられるかに興味がある向きは，オルコットの『若草物語』に材を取
ったジェラルディーン・ブルックスの南北戦争小説『マーチ』（2005）に描
かれている場面（Brooks 38−39；大井『南北戦争』102−03）を参照された
い。
こうした暗い日々を送るケンブルを慰めたのは，バトラーの 2つのプラ
ンテーションがあるバトラー島とサンシモン島の美しい自然の風景だった。
乗馬好きの彼女が馬を走らせる道は，鮮やかな赤と緑の草木で縁取られ，
「妖精の国の何かのようで，わたしをとても喜ばせた」と手紙／日記の相手
の E に語りかけるケンブルは，「病気にもかからず，果てしなく惨めにもな
らずに，今のわたしが激しい苦しみに耐えることができる唯一の秘訣は，子
どもみたいに興奮しやすいわたしの性質と，美しいものがわたしに与えてく
れる類いのエクスタシーだ」（224）と打ち明けている。また別の日，沼地
で馬を走らせていた彼女の目や鼻を「野生のチェリーの花の得も言われぬ芳
香」や「野生の花々の絨毯やカーテン」が楽しませてくれる。「これまで見
たこともないような見事なマグノリア」も花を咲かせている。きれいなタン
ポポがこれ見よがしに咲き誇っているのを見て，「エデンの園に生えている
と思いたくなるようなタンポポ」（304）と形容している。「エデンの園」の
ような自然の世界で心を癒されているケンブルの姿をイメージする読者がい
るとしても不思議はないだろう。
２４４ 大 井 浩 二
ところが，この場面の直前に，ケンブルは「1匹の大きな黒いヘビ」が道
を横切るのを見かけていた（304）。これまでにもプランテーションのあち
らこちらに姿を見せるガラガラヘビの言及が何回かなされていた（200, 208
−09, 227, 258, 263, 286−87,）が，この「黒いヘビ」（毒ヘビではなかった
らしい）が出現したのが，「エデンの園」のように美しい場面であるだけに，
見逃すことのできない意味を持っているように思われる。そのときの印象を
「するすると道を横切るヘビの様子の何と恐ろしかったことか！」（304）と
ケンブルは書きとめ，美しい草木がもたらす「歓喜」（delight）と黒い生き
物がかき立てる「嫌悪」（disgust）とのコントラストに触れている（305）
が，「エデンの園」を思わせる南部の自然の風景と，そこに侵入してきた
「黒いヘビ」としての黒人奴隷制度とのコントラストに注目するならば，『ジ
ョージア日記』のなかに楽園喪失の物語を読み取ることはそれほど困難では
あるまい。1839年 2月某日の日記に，「わたしを取り巻くすべてのものの
なかに，わたしの興味をかき立て，わたしを興奮させる不思議さがある」と
感じたケンブルが，「この別世界の野生の不思議な孤独感が心から好きにな
ることだろう，『奴隷制度』というたったひとつの些
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ければ」（205強調引用者）という感慨を，皮肉たっぷりに洩らしていたこ
とが改めて思い出されるのだ。
奴隷制度という過酷な現実が支配する「地獄」さながらのプランテーショ
ンで，奴隷たちの惨状を目の当たりにしながら日を送るにつれて，ケンブル
は陰鬱な思いにとらわれ，「ここで暮さなければならないとしたら，わたし
はきっと死んでしまう」（218）とまで言い切っている。このような彼女に
できることといえば，彼女に助けを求めてくる奴隷たちから聞いた話を，キ
ャサリン・クリントンの言葉を借りれば，「いつの日にか，彼女たちの苦し
みと，彼女自身の苦しみを，他の人たちに知ってもらうために」（Clinton
126）記録することだった。『ジョージア日記』には 1839年 2月か 3月の某
日，ケンブルが知り得た奴隷たちの「嘆願や疾病，それに記録に値するとわ
たしに思われる特殊な事情」が書き残されているので（229−30），いささか
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長い引用になるが，何人かの奴隷女の「嘆願や疾病」を，煩を厭わずに書き
写しておこう──
ファニー：6人の子どもを産むが，ひとりを除いて全員死亡。来訪の目的は
農園での仕事を軽減してもらうため。
ナニー：3人の子どもを産むが，ふたりは死亡。産後 3週間で農園で働かせ
るという規則の変更を嘆願するため。
リア（シーザーの妻）：子どもを 6人産むが，3人は死亡。
ソフィー（ルイスの妻）：古いリンネル製品をもらうため。ひどく苦しんで
いる。子どもを 10人産むが，5人は死亡。ケンブルにねだって肉片を
もらう。
サリー（スキピオの妻）：2回の流産。子どもを 3 人産むが，ひとりは死
亡。背中の痛みを訴える。白人の男が母親に生ませたムラート。
シャーロット（レンティの妻）：2回の流産。妊娠中。リューマチのため歩
行困難。腫れあがった両膝を見せられて，胸が痛んだケンブルは，フラ
ンネルのズボンを 1本，約束する。
セアラ（スティーヴンの妻）：4回の流産。7人の子どもを産み，5人は死
亡。背中の痛みと内蔵の変調を訴える。以前に精神に異常をきたした彼
女は，森のなかに逃亡するが，やがて見つかって連れ戻され，「両腕を
縛られ，両膝に重い丸太を縛りつけられた状態で，激しく鞭打たれた」
とケンブルに打ち明ける。その後，再度逃亡して森をさまよった挙句，
連れ戻されたときには全裸だった。「ひっきりなしの出産と重労働が重
なったために，一時的に発狂したのかもしれない」とケンブルはコメン
トしている。
スーキー（ブッシュの妻）：4回の流産。11人の子どもを産むが，5人は死
亡。
モリー（クワンボの妻）：9人の子どもを産み，6人が健在。「わたしが耳に
した一番いい話」とケンブルは注している。
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この「嘆願や疾病」のリストを書きつけた奴隷所有者の妻ケンブルは，「こ
の女たちが生きている状況を示す，これ以上に悲惨な描写を想像できるだろ
うか」（230）と架空の手紙の受取人 E に，いや，この日記をつけている自
分自身に問いかけている。
当然のことながら，奴隷たちに同情するケンブルは，その待遇改善を夫バ
トラーに迫るが，彼は断固として耳を貸さない。1839年 2月 26日の日記
で「［バトラー］氏とこの上なくつらい話し合いをしたが，わたしを介して
奴隷たちの嘆願を受け取ることを一切拒絶した」（210）と報告していた彼
女は（この『ジョージア日記』ではバトラーの名前は一貫して伏せられてい
る），数日後にも「苦情の申し入れや改善の嘆願などを，わたしを通して受
け取ることはしない，という［バトラー］氏の宣告は，この不幸な人たちの
空しい訴えから逃げ出したいような気持ちにさせる。以前は喜んでその訴え
を受け取ったり，耳を傾けたりしたのだったけれども」という言葉につづけ
て，「どちらを向いてもわたしを出迎える『おお，奥様！』という哀願の声
を聞くと，今では耳をふさぎたくなる。今さら何を言ったり，したりするこ
とができるというのか」（222）とまたしても自問している。まったく無力
な奴隷所有者の妻ケンブルとしては，「遠く離れた所から，奇妙なまでに異
なる環境から，わたしをこの地へ連れてきた数奇な運命」（223）を嘆くこ
としかできない。
『ジョージア日記』のいたるところで，ケンブルは「わたしにはどうする
こともできないさまざまな悲惨と堕落に取り囲まれて，日々に募るばかりの
戦慄と憂鬱の重荷」（241）に言及しているが，こうしたケンブルの深い苦
悩が，やがて奴隷所有者としての夫バトラーに対する幻滅と不信感につなが
っていくとしても不思議はない。プランテーションで暮らし始めた直後の
1839年 1月某日の日記に，「妊婦たちのグループからの過労の訴え」に対
応しているバトラーが「定められた仕事をこなすことの必要性」を説いてい
る姿を目撃したケンブルは，「［バトラー］氏はわたしの目には間違いなく堕
落しているように映った」と書きつけ，「惨めで無知な女たちを相手に無報
酬の強制労働」について得々と語っている彼よりも，「過酷この上ない肉体
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労働の汗と泥にまみれている」彼のほうが遥かに素晴らしいだろうに，とい
う感想を漏らしている。それにつづけて，ケンブルが「この［バトラー］氏
の奴隷たちとの短い生活のせいで，彼に対するわたしの尊敬の念が弱まらな
いことを祈りたいが，そうなってしまうかもしれない」と告白しているの
は，奴隷を所有するなどというのは男性にふさわしくない軟弱な仕事である
のに，「男性的な気概のある人間がどうして身を落とすような真似をするの
か，理解できない」（114）からに他ならなかった。
さらに同年 2月 14日から 17日にかけての日記／手紙で，「ありとあらゆ
る手段を講じて深めたり広めたりしている精神の暗闇を，この哀れな人々に
押しつけようとする不正に，わたしの魂のすべては反発する」（189−90）と
発言していたケンブルは，「この奴隷制度全体について聞いたり，見たり，
学んだり，考えたりすればするほど，その制度の実践者や支持者たちが，ど
のようにしてみずからの行為をみずからの良心と神の掟の裁きの場で正当化
するのか，ますます理解できなくなってしまう。わたしたちの愛する者たち
がこの悪事の共犯者であるのは，あまりにも恐ろしい。このわたし自身が不
本意ながら共犯者になっているのに気づくのは，あまりにも耐えられない」
（190）という言葉を書き残している。1839年 5月にフィラデルフィアに帰
ってきた彼女は，バトラー家の生活が奴隷労働の上に成り立っている限り
は，一緒に暮らすことはできない，という最後通告をバトラーに突きつける
が，それを無視した彼は，「奴隷所有者と結婚するという行為によって，そ
の女性もまた奴隷所有者になったのだ」と答えた，と彼女の伝記作者キャサ
リン・クリントンは伝えている（Clinton 128）。プランテーションでの生活
の結果，夫バトラーに対する尊敬の念が薄らぐのではないか，というケンブ
ルの不安は見事に的中し，「冷淡な暴君」（Clinton 128）以外の何者でもな
い夫の下に娘ふたりを残したまま，彼女は別居生活を始めることになる。
プランテーションでの生活に疲れ果てたケンブルは，1839年 2月某日の
日記に「わたしは北部へ帰らなくてはならない。わたしの状態は奴隷たちの
それよりももっと酷くなるかもしれないからだ──これほどまでの悲惨な状
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態を見たり聞いたりする運命にあるのに，それを軽減する手段もなければ，
それを軽減するための表現も許可されていないままに。わたしは奴隷たちの
仲間として生まれたのではないし，仲間として暮らすことに耐えられないの
だから，ここはわたしのための場所ではない」（210−11）と書き綴ってい
る。だが，はたして彼女は「わたしは奴隷たちの仲間として生まれたのでは
ない」と言い切れるのだろうか。
北部へ帰る時期が近づいた 1839年 3月 20日の日記に，ケンブルはアレ
ックという 16歳の若者に読み書きを教えて欲しいと頼まれたことに触れて
いる。この「突然の嘆願」に彼女は驚いたり，喜んだりしたのだが，奴隷に
読み書きを教えることは法律に違反する行為だった。「それはわたしが生活
している国の法律を破ることに他ならない」と書く一方で，「不当な法律は
破られるために作られている」とも公言する彼女だが，女性であるがゆえ
に，「わたしと処罰の間に［バトラー］氏が存在している」（271）という事
実を忘れることはできない。この点をさらに敷衍して，「奴隷に読み書きを
教えることは罰金を科せられる罪だが，わたしは既婚女性（feme coverte）
だから，わたしの罰金はわたしの法的な所有者が払わなければならない」
（272）とケンブルは記している。
この“feme coverte”あるいは“feme covert”というのは「隠れた女
性」を意味する法律用語で，キャシー・デイヴィッドソンの簡にして要を得
た解説によると，それは既婚女性の「権利は夫によって取り込まれると同時
に夫の意思に従属している」（Davidson 117−18）ことを規定している。
「独立革命はアメリカを植民地という窮屈な地位から解放したが，アメリカ
女性を隷属的な地位から解放することはしなかった」と論じる『革命とコト
バ』の著者は，「“feme covert”としての妻の地位は，実質的に妻を法的に
は見えない存在にしていた」（Davidson 118）と述べている。『ジョージア
日記』における「既婚女性」としてのケンブルは，バトラーが彼女の「法的
な所有者」であることを認めているが，そのことは彼女自身がバトラーの財
産であり，「法的には見えない存在」，つまり彼女の周囲にいる，彼女が同情
してやまない奴隷女たちとまったく同じ存在であったことを物語っている。
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バトラーの妻として「隷属的な地位」にあったケンブルとしては，「見えな
い存在」としての黒人奴隷たちの姿に自分自身の姿を重ね合わせることにな
ったに違いない。バトラーが共通の「法的な所有者」であったという意味
で，ケンブルは「奴隷たちの仲間として生まれた」も同然だったのだ。
もちろん，ケンブルはそのような事実にひるむような女性ではない。アレ
ックの願いをかなえてやる決意をした彼女は，「勉強したい者には誰でも教
えてやろう。この忌まわしい煉獄での滞在は 1週間そこそこだが，この最
後の 1週間のあいだに，わたしがいなくなってからも自習できる程度のこ
とを，あの子に教えておこう」（272）と書いている。事実，彼女はアレッ
クとの授業が順調であることや，彼と一緒にサリーという奴隷にも教えてい
ることなどを 1839年 4月 2日から 4日にかけての日記に書きとめている
（300, 302）だけでなく，4月 5日から 7日にかけての日記には，彼女の遠
乗りのお供をしていたイズラエルという奴隷から突然，「奥様，わたしが読
み書きを勉強するのは何のためですか？お先真っ暗ですのに！」（314）と
問いかけられたことを手紙／日記の相手に報告している。
この思いがけない質問に虚をつかれた格好のケンブルが，しばらく考えて
からやっと，「たしかに，いろいろの点で『お先真っ暗』だけれども，読み
書きは道徳的，精神的，身体的な状態を改善するのに役立つ」と答えると，
これまでは総支配人のキングが奴隷の学習には反対で，子どもたちに読み書
きを教えるくらいなら，仕事の段取りを教えろと言われてきたが，これから
は読み書きの勉強に努めるよう仲間に呼びかけたい，という答えが返ってき
たというのだ。「お先真っ暗です」という言葉が頭にこびりついて離れな
い，とケンブルは書きつけている（314）が，彼女が法律違反を承知の上
で，奴隷たちに読み書きを教えようとしたのは，奴隷たちの訴えに耳を貸そ
うとせず，彼らを「お先真っ暗」な状態に放置したまま，何の手を打とうと
もしない夫バトラー，彼女自身と奴隷たちを支配している「法的な所有者」
としての夫バトラーに対する精いっぱいのささやかな抵抗だったのではある
まいか。
もちろん，この程度の抵抗で「隠れた女性」としてのケンブルの地位にい
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ささかの変化が生じるはずもなく，彼女の「法的な所有者」バトラーは「冷
淡な暴君」として君臨しつづける。それが原因で離婚問題に発展したこと
は，すでに触れておいたが，彼女とバトラーとの間に支配者／被支配者ある
いは所有者／被所有者という関係が横たわっていたことは，『ジョージア日
記』の刊行をバトラーが絶対に許可しようとしなかったという事実によって
も裏づけられている。
ケンブルがフィラデルフィアに帰ってから 2年後の 1841年，奴隷制廃止
論者として著名なリディア・マリア・チャイルドがケンブルの日記に興味を
示し，その単行本化だけでなく，彼女が編集していた奴隷制反対を唱える雑
誌に連載することを申し出るが，その申し出を一切無視することをバトラー
はケンブルに要求する。「冷淡な暴君」の命令に従わざるを得ないケンブル
は，日記を公開できない理由を説明する手紙をチャイルド宛てに書き，それ
に目を通してから投函してもらうためにバトラーに手渡すが，数週間後，彼
の机の引き出しに放置されたままになっていることを発見する。この夫の仕
打ちに激怒したケンブルは，おそらくは彼の反対を強引に押し切って，返事
が遅れた事情を説明する手紙をチャイルドに書き送る，という一幕があっ
た。「チャイルドの申し出とケンブルの返信をめぐる夫婦の激しいやり取り
は，独立した個人のアイデンティティに関する既婚女性の権利をめぐる両者
の妥協不可能な見解の相違を示していた」（Clinton 132）とキャサリン・ク
リントンは説明している。この場合にもまた，ケンブルは「法的な所有者」
に隷属する見えない存在，ジョージアのプランテーションの奴隷女たちと同
じ状況に置かれた存在であったのだ。
1852年，『アンクル・トムの小屋』が出版されて話題を呼び，とくにイギ
リスではアメリカ本国以上に大きなセンセーションを巻き起こしたが，著者
のストー夫人によるアメリカ奴隷の描写は不正確で信頼できないという『ロ
ンドン・タイムズ』の記事を読んだケンブルは，新聞社に宛てた長い抗議文
を用意する。そこでの彼女は「合衆国の在住者」として，なおかつプランテ
ーションで暮らした経験のある「目撃者」として，『アンクル・トムの小
屋』が「現存する事実のきわめて忠実な描写」であることを証言できる（248
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−49），と主張し，「在
 
住
 
者
 
である場合は別として，南部諸州を訪れたイギリ
ス人が奴隷たちの置かれた真実の状況を知ることは，まず不可能であると言
ってよい」（352 強調原文）と断言している。さらに，ケンブルは「奴隷
制度という地獄」（357）をじかに体験した彼女自身の観察と，奴隷制度を
外から眺めただけの『タイムズ』の「冷静な」記者の観察を比較検討しなが
ら，「南部の奴隷所有者」を「マンチェスターの製造業者ともマサチューセ
ッツの実業家ともまったく異なった人種」，「野蛮と封建制度の残滓」
（350）と規定したり，奴隷制度の悪に染まった南部の人間の「傲慢で横暴
な短気，めめしい怠惰，無鉄砲な乱費，不品行と冷酷の兼備」などといった
特徴は，「奴隷に対して行使する無責任な権力の直接の結果」（353）である
と断じたりしている。
話題作『アンクル・トムの小屋』の信憑性を疑う新聞記事を批判しなが
ら，同時に諸悪の根源としての奴隷制度を激しく攻撃する切れ味鋭い抗議の
手紙だが，この手紙もまた，ジョージアからの一連の手紙と同じように，投
函されないままで終わってしまう。その 3年前にバートンとの離婚は正式
に成立していたけれども，14歳と 17歳の愛娘たちがまだ彼の監督下に置か
れていたため，彼の反発を買うのを恐れたための処置だった，と説明されて
いる（Clinton 178）。すでに「法的な所有者」の支配から解き放たれていた
にもかかわらず，ケンブルは依然として「冷淡な暴君」の監視の目を意識し
て行動しなければならなかったのだ。
結局，この『ロンドン・タイムズ』の編集者への手紙が公表されるのは，
執筆から 11年後の 1863年，リンカーン大統領が奴隷解放宣言に署名した
年にやっと陽の目を見た『ジョージア日記』の付録としてであったが，その
事実はまた，彼女が「法的な所有者」から名実ともに自由になったことを意
味している。ケンブル自身にとって，ジョージア州のプランテーションで書
き綴ってから四半世紀後に出版された『ジョージア日記』は，きわめてパー
ソナルな，いわば小文字の奴隷解放宣言書に他ならなかった。
（本稿は日本ナサニエル・ホーソーン協会第 26回全国大会第 1日［2007年 5月 18
２５２ 大 井 浩 二
日］に「アメリカを旅する〈物書き〉のイギリス女性たち」と題して行った特別講演
の前半部に基づいている。）
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